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研究成果概要 
２０１２年には、T2K 実験の前置検出器のデータとの比較を行った。ミューニュートリ

ノ散乱事象の生成率は数％以内で一致しており、また、全体的なミュー粒子の運動量分

布や角度分布はシミュレーション結果がデータを良く再現することが確認された。現在

も前置検出器の解析プログラムなどの改良がすすめられており、より細かい事象選択を

行うことで、反応種別を詳細に分離した解析・比較を進めている。この過程において、

事象選択の条件を設定するため、やはりシミュレーションを使うことになるが、ここで

反応の不定性をできるだけ小さくするための検討も進めている。 
 詳細な微分散乱断面積が公表されている MiniBooNE 実験のデータについても、シミ

ュレーションとの比較も行っている。特に単一π粒子生成反応について、π粒子の運動

量分布について、荷電π粒子ではシミュレーションとの一致度が悪いが、中性π粒子で

はよく一致している。この点について、他のシミュレーションプログラムを用いても同

様の傾向があることから、理解が難しくなっている。既に述べたように、Ｔ２Ｋ実験の

データを用いて評価を行うための適切な事象選択方法を検討中である。 
また、Quasi-elastic 散乱および、これと類似の終状態を持つ反応について、原子核散

乱について、さまざまなモデルが提案されている。特に T2K 実験に関係する比較的低エ

ネルギーの領域において、この効果が大きく出ると期待されているため、いくつかのモ

デルについて比較を行い、このうちひとつをシミュレーションに導入しようとしている。 
 π粒子の散乱については、ＴＲＩＵＭＦ研で行ったＰＩＡＮＯ実験の結果の解析を

すすめ、このデータとシミュレーション結果を比較し、過去の他の実験データと比較し

て散乱パラメータの最適化を進めた。 
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